薬用資源学(2) by 小泉 徹 et al.
frequently used in Japan. 韓 国 生薬学会 ， 1992， 
5 ソ ウ ノレ .
6) 有津宗久 ， 森 田 直 賢 ， 手 塚 康 弘 ， 菊 池 徹 : ニ
セ ゴ シ ュ ユ Evodia rutaecarpa ( Juss . ) BENTH. 
の化学成分研究 そ の l 葉 の 成 分 に つ い て . 日
本薬学会北陸支部第86回例会， 1992 ， 7 ， 金沢 .
7 )  Tomoda A. ， Hamashima H . ，  Arisawa M . ，  and 
Koshimura S . : Mechanism of Oxidative 
Conde nsation of  2 ・Amino-4 ・methylphenol to 
Dihydrophenoxazinone During Oxido・Reductive
Reaction of Human Hemoglobin . 24 th Congress 
of the International Society of Haematology，  
1992 ， 8 ， Londo n ，  UK . 
8) Hamashima H . ， Tomoda A . ，  Arisawa M . ，  and 
Koshimura S . : Hemoglobin Catalyzed 
Dihydrophenoxazinone Formation from 2・Amino-
5 ・m ethylpheno1. 24 th Congress of the 
Internatio nal Society of  Haematology ， 1 992 ， 
8. London .  UK. 
9) 毛利 哲 郎 ， 山 崎 県 津 美 ， 千 葉 賢 三 ， 清 水 卑 夫 ，
渡辺博子， 森 田 直 賢 : 薬 用 人参脂溶性 エ キ ス 中 の
神経突起誘導作用 物質 に つい て . 第 9 回和漢医薬学
会 ， 1992 ， 8 ， 東京 .
1 0 )  Hayashi T . ， Asano S . ，  Morita N . ，  and 
Takeguchi N . : Scopadulcic acid B， an 
inhibitor of gastric H+ ， K+ - ATPas e  from 
Scopαnα dulcis L . .  XIIth International 
Symposium o n  Medicinal Chemistry ， 1992， 9， 
B asel .  Switzerland .  
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然 由 来 抗 ウ イ ノレ ス 剤 の 検 索 (3) acacetin の 抗 ウ
イ ル ス 作用 . 日 本 生薬学会 第39回 年 会 ， 1992 ， 9 ， 
東京 .
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Stereocontrol in Intermolecular Nucleophilic 
Addition to NAcyliminium Ion Directed by a 
Bicyclo[2 . 2 . 1 Jheptene or 7・Oxabicyclo [2 . 2 . 1  J ・
heptene Group. A Novel Route to 5 ・Substituted
3・Pyrrolin・2・ones of High Optical Purity. Chem . 
Pharm . Bull . 40: 1670- 1672 . 1992 . 
4) Takeuchi Y . ，  Ogura H . ，  Kanada A . ，  and Koizumi 
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6) 柏木寛 : 脱 カ チ オ ン型ぜオ ラ イ ト ~有機 物 系 の
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7) 相木寛 : 二種類の 脱 カ チ オ ン型ぜオ ラ イ ト ~ ー
有機物系 中の ラ ジ カ ル濃度の試料作成 プ ロ セ ス へ
の依存性 と メ カ ノ ケ ミ ス ト リ ー . 日 本化学会第64
秋季年会， 1992 ， 10 ， 新潟.
8) 上野雅晴， 明智洋子， 嵯峨崎伸二， 柏 木 寛 :
ミ セ ル ー ペ シ ク ノレ転移 : 界面活性剤 に よ る ベ シ ク
ノレ破壊の プ ロ セ ス . 第45回 コ ロ イ ド お よ び 界 面 化
学討論会. 1992 ， 10 ， 福 岡.
9) 松本千香， 甲斐美佳 子 ， 上 野 雅 晴 : リ ン 脂 質 ，
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3 ， 福 岡.
2) 小野敦央， 上野雅晴， 堀越 勇 : 温度感受性 リ ポ
ソ ー ム を 用 い た 肝癌化学塞栓療法 の 基礎的検討VI
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1 1 2年会. 1992 ， 3 ， 福 岡.
3) 柏木寛 : 脱 カ チ オ ン 型ぜオ ラ イ ト 一 二 有 機 物 系
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